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Cytochrome Oxidase (C-o-aseと略記)の組織化学的検出法として，古くは Nadi 反応があり，近来








方法:各種顕色剤 23 種とアミン 12 程より得られる 342 種の試薬の組合せについて，燐酸緩衝液の
pH 6.0 および7.8の条件下における酸化剤過決案酸による発色の状態と，人胃凍結切片における組織
化学的反応とを対比検討した結果， (A) 1-(3'-ethylsulfamoyl) phe町，1ふmethylふpyrazolone と p-amino­
N-ethyl-N・hydroxyethylaniline， (B) 1 ・ (3'・chloro) phenyl-3-methyl-5・pyrazolone と N-phenyl-p-phenylen 
ediamine の 2 種の組合せが極めて強い発色と優れた局在性を示すことを知った。そ乙で， これらに
ついて，さらに緩衝液の濃度および pH (以下単に濃度， pH と略称)の反応におよぼす影響を確め






435 mμ と 520 mμ に主な吸取帯を有し，化学的反応で 0.1 M , pH 6.75 で，生化学的反応ではO.OIM，
pH 7.8でもっとも強い反応を示した口組織反応における活性の強さは上述の生化学的至適条件と全く
一致するけれども，生成色素の拡散，結晶化等があって局在性は劣り， pH 6.75 では逆に局在性は極
めて良好となるが活性はや〉減弱し， pH 7ム 0.02 M で両者ほ Y満足な組織化学的所見が得られた口
組合せ (B) について;この組合せにおける生成色素の主な吸収帯は化学的，生化学的反応ともに，
波長 410 mμ(第 l 吸収帯)と 510A (第 2 吸収帯)にあり，低 pH では第 I 吸収帯が主に現れ黒紫
色を示すが， pH 値の上昇につれて第 2 吸収帯の増大がみられ赤紫色を呈する。反応は，化学的には
0.1 M , pH 6.7 (第 I 吸収帯) , pH 8.0 (第 2 吸収帯)で吸光度は最大であり，生化学的には 0.02 M , 
pH 8.0 で両吸収帯ともに最大の吸光度を示した。組織所見では，低pH では反応はや〉弱いが，黒紫
色で局在性は極めて優れているけれども， pH 値の上昇とともに赤紫色となり，活性は増強し，生化
学的至適条件と一致するが，生成色素の拡散，移動，結品化等を生じ局在性は極めて悪化することか
ら，第 2 吸収帯の吸光度の増加が局在性悪化の原因と考えられ，第 I 吸収帯の化学的手.適 pH で最良
の局在性を示した。すなわち， 0.01 M , pH 6.7でもっとも満足する結果が得られた。
これら 2 つの組合せ (A)パB) を通じて，生化学的反応の至適条件では組織化学的には強い活性は得
られでも局在性は悪い。とくに pH に関しては， (B) では化学的反応の至適 pH で， (A) では生化学
的反応の至適 pH よりもさらに低い pH で最良の局在が得られた。これは生成色素の溶解度，組織親
和性等の性質が反応液の化学的条件により変化するためと考えられ，このことは，純化学的反応で沈
澱生成と上澄透明化が低 pH では極めて早く，高pH では発色は強いが沈澱形成，上澄透明化は遅延
することからも容易に類推できる口また低 pH での活性減弱は (A) ， (B) いずれも反応時間の延長で
補う乙とができ，局在性には影響をみない口
























果，本試薬による Cytochrome Oxidase の検出法に関する限り，組織化学的反応での至適条件は，化
学的および生化学的反応での至適条件の折衷点に存在するという結論に達したものである。因みに既
存の方法には，本研究の如き詳細な検討はなされておらず，主に生化学的知見に基づいて反応条件を
決定している観があり，本研究はこの点に関しでも，試薬の化学的特性を考慮して組織化学での反応
条件を決定する必要のあることを指摘したもので，組織細胞化学分野で有益な示唆を与えたものと思
われる。優れた所見を示す新変法は，種々の病変の組織化学的研究面で極めて有益であると考えられ
るの
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